
1. FFHR設計加速チームが提案するヘリカル核融合炉の段階的開発戦略

LHD FFHR-a1 FFHR-b2 FFHR-c1 FFHR-d1B
Pilot-HEVNS HEVNS EXP-PROTO DEMO-COM

Rc (m) 3.9 2.73 5.46 10.92 15.6
Bc (T) 2.53 4.0 5.33 7.3 5.6

gc 1.25 1.20 1.20 1.20 1.20
jHC (A/mm2) 35 120 80 54 30

Bmax (T) 5.8 10.0 13.2 18.0 14.0
Wmag (GJ) 0.67 0.67 9.70 141 248

Pfusion (MW) — — 22 350 3,000
Paux (MW) 30 20 20 25 0

qFW (MW/m2) — — 0.002 0.065 0.071
<Gnw> (MW/m2) — — 0.10 0.40 1.7

Pdiv (MW) 18 12 14 57 360
Qdiv_ave (MW/m2) 9 12 4 4 11

fn,HC (n/cm2/s) — — 1.4×1012 1.7×1011 8.5×1010

qHC (mW/cc) — — 23 2.8 1.4

FFHRシリーズの諸元

トカマク型及びヘリカル型核融合プラズマ実験装置でこれまでに達成された核融合
三重積とプラズマ保持時間。段階的開発戦略では、まず1年間のプラズマ保持を
実証してから装置を大型化・高磁場化し、プラズマを高性能化する。

FFHR設計加速チームはヘリカル核融合商用炉の
実現に向けた段階的開発戦略を提案している。
この段階的開発戦略では、LHD次期装置として

FFHR-a1 (プラズマ大半径 R ~ 3 m) を、次いでヘリカル
体積中性子源HEVNSとしてFFHR-b2 (R ~ 5 m) を
建設し、これらにおいて高温超伝導マグネットコイルや
ブランケット、ダイバータなどの総合実証を行った後、
電気出力10万kW級のFFHR-c1 (R ~ 10 m) を経て、
電気出力100万kW級のFFHR-d1 (R ~ 15 m)の実現
に至るというシナリオを採る。

核融合工学研究プロジェクト課題提案 研究代表者 関連するR&Dテーマ 関連する炉設計の重要課題

NIFS11UFFF011 ヘリカル原型炉システム整合性評価に関する研究 後藤拓也 炉心プラズマ (1) 炉心プラズマ (2) 燃料供給 (1) 加熱 (1) #01 #14 #16

NIFS17UFFF021 ブランケット設計基盤（照射実験によるブランケット材料特性研究） 田中照也 ブランケット (6) ブランケット (7) #12 #13 #17

NIFS11UFFF022-2 低放射化材料の高温化(超塑性) 能登裕之 核融合炉材料 (1) #11

NIFS15UFFF022-3 タングステン(W)および銅(Cu)の高性能化研究 能登裕之 核融合炉材料 (2) 核融合炉材料 (3) #05 #17

NIFS15UFFF022-4 高温静水圧処理法の高度化 菱沼良光 核融合炉材料 (9) #05 #06 #11 #12 #17

NIFS11UFFF023 核融合炉で使用後10年以内に再利用可能な低放射化バナジウム合金の開発 長坂琢也 核融合炉材料 (5) #11 #17 #21

NIFS11UFFF024 液体増殖ブランケット用バナジウム合金異材接合材の試作開発 長坂琢也 核融合炉材料 (6) #11

NIFS16UFFF025-1 液体ブランケット長寿命化(3次元構造設計支援実験) 田中照也 ブランケット (1) ブランケット (6) ブランケット (7)

NIFS13UFFF025-2 液体ブランケット長寿命化（材料ー増殖材共存性） 長坂琢也 核融合炉材料 (7) 核融合炉材料 (8) #11 #12

NIFS11UFFF026 ブランケット長寿命化（被覆・遮蔽材料の高度化） 菱沼良光 ブランケット (6)

NIFS16UFFF028-2 真空条件下での水素同位体脱離実験 芦川直子 トリチウム・安全 (3) #04 #07 #09 #14 #19 #21

NIFS11UFFF029 大電流イオン源を用いたセラミックスコーティング性能評価法の開発 加藤太治 ブランケット (8)

NIFS11UFFF031 3Dモデルによる核融合炉構造物設計研究 田村仁 超伝導マグネット (4) ブランケット (1) #02 #04 #12 #20

NIFS11UFFF032-1 高熱流プラズマ対向壁 時谷政行 ダイバータ (1) ダイバータ (5) ダイバータ (6) 核融合炉材料 (4) #04 #05 #06 #07 #11 #17

NIFS17UFFF032-2 低放射化フェライト鋼を用いたダイバータ受熱構造開発 増崎貴 ダイバータ (5) ブランケット (5) #04 #05 #06 #07 #09 #11 #14 #17

NIFS17UFFF032-3 熱負荷による亀裂形成の研究 濵地志憲 核融合炉材料 (5) #05

NIFS11UFFF033 不純物ガスパフによる放射損失効果に関する研究 村上泉 ダイバータ (7) #05 #15

NIFS11UFFF034 タングステンのイオン照射と多価イオン分光計測 坂上裕之 計測 (3) #05 #15

NIFS17UFFF036 金属系高磁場超伝導線材の高強度化と特性改善 菱沼良光 超伝導マグネット (8)

NIFS11UFFF037 表面分析装置を用いたPWI研究 時谷政行 PWI (1) PWI (2) PWI (3) #05 #07 #09 #14 #17

NIFS15UFFF038-1 革新的な真空排気装置と液体ヘリカルダイバータの開発 宮澤順一 ダイバータ (2) ダイバータ (3) ダイバータ (4) #04 #05 #07 #09 #11 #14 #17

NIFS16UFFF038-2 液体ダイバータ開発のための液体金属小型循環ループの作製と実験 後藤拓也 ダイバータ (2) ダイバータ (3) ダイバータ (4) #04 #05 #07 #09 #11 #14 #17

NIFS15UFFF039 昇温脱離ガス分析装置を用いた分析のための環境整備 矢嶋美幸 PWI (1) #04 #05 #07 #09 #11 #14 #17

NIFS17UFFF040 FFHR-c1の縮尺模型製作と保守手法の確立 宮澤順一 ダイバータ (4) ブランケット (1) ブランケット (3) ブランケット (4) #04 #06 #12 #13 #17 #20 #21

NIFS18UFFF041 プラズマ対向壁表面の組成・構造変化および照射損傷実験 矢嶋美幸 PWI (2) #04 #05 #07 #09 #11 #14 #17

NIFS19UFFF042 液体金属冷却第一壁に関する研究 濵地志憲 ブランケット (1) ブランケット (2) #04 #12

NIFS19UFAA002 大口径高磁場導体試験装置を用いる大電流導体試験法の研究 今川信作 超伝導マグネット (1) 超伝導マグネット (2) 超伝導マグネット (3) 超伝導マグネット (12) #02

NIFS11UFAA003 ヘリカル型核融合炉用超伝導コイルに最適な大電流撚線導体の開発と間接冷却法の導入 高畑一也 超伝導マグネット (7)

NIFS17UFAA004 核融合炉用液体水素磁気冷凍機の開発 三戸利行 低温 (4) スピンオフ (2) #02 #03

NIFS11UFAA005-1 核融合炉への適用を目指した大電流高温超伝導導体と接続部の開発 柳長門 超伝導マグネット (1) #02

NIFS17UFAA005-2 ヘリカル炉 FFHR の製作方法に関する技術検討 柳長門 超伝導マグネット (1) #02

NIFS19UFAA006 Twisted stacked-tape cable導体の電磁特性及び熱的安定性の研究 尾花哲浩 超伝導マグネット (10) #02

NIFS19UFAA007 超伝導導体臨界電流実時間測定法 力石浩孝 超伝導マグネット (11) #02 #15

NIFS19UFAA008 バナジウム合金の腐食耐性制御に関する研究 小林真 核融合炉材料 (8) #11 #12

NIFS19UFAA009 高温超伝導導体中の欠陥検出手法の研究 小野寺優太 超伝導マグネット (2) 超伝導マグネット (5) #02 #04

NIFS19UFAA010 液体水素の物性・特性評価研究 岩本晃史 低温 (2) #02 #03

NIFS11UFAA012 極低温環境下での材料の熱伝導率測定と界面熱抵抗の研究 岩本晃史 低温 (1) #02 #03

NIFS13UFHH002 高集積度計測・制御用電子機器の照射下特性研究 西谷健夫 計測 (2) #15 #17

NIFS19UFPP001 HTSテープ積層導体のマグネット応用に関する研究 成嶋吉朗 超伝導マグネット (3) 超伝導マグネット (6) #02

NIFS19UFZG-001 STARS導体長尺製作法の開発研究 柳長門 超伝導マグネット (1) #02

NIFS19UFZG-002 FAIR導体開発 三戸利行 超伝導マグネット (2) #02

NIFS19UFZG-003 WISE導体の基礎研究開発 宮澤順一 超伝導マグネット (3) #02

NIFS19UFZG-004 HTS導体試験設備整備 三戸利行 超伝導マグネット (1) 超伝導マグネット (2) 超伝導マグネット (3) #02

LHD計画共同研究 研究代表者 所属 世話人 関連するR&Dテーマ 関連する炉設計の重要課題

NIFS19KOAA001 LHDの中性子応用に向けた高エネルギー荷電粒子計測システムの開発 吉橋幸子 名古屋大学 小林真 計測 (1) #15

一般共同研究 研究代表者 所属 世話人 関連するR&Dテーマ 関連する炉設計の重要課題

NIFS16KLPF051 水素同位体滞留量の定量評価を目指したLHD保護壁における水素同位体の拡散・滞留・脱離に関する研究 吉田直亮 九州大学 矢嶋美幸 PWI (2) #05 #07 #09 #14

NIFS19KEMF158 タンク ゙ステン-レニウム合金における水素同位体及びヘリウム吸蔵量 Lee Heun Tae 大阪大学 矢嶋美幸 PWI (3) #05 #07 #09 #14 #17

NIFS17KNWF003 中性子照射損傷を受けたプラズマ対向材料の水素同位体吸蔵特性 大野哲靖 名古屋大学 増崎貴 PWI (3) #05 #07 #09 #14 #17

NIFS18KECA058 高温超電導コイルの巻線技術と電磁力に対する臨界電流特性評価 野村新一 明治大学 力石浩孝 超伝導マグネット (9) #02 #04

NIFS17KERA011 溶融塩テストループを用いた超臨界CO2ガスタービンマグマ発電模擬実験の検討 石山新太郎 弘前大学 力石浩孝 電源・発電 (2) #13

NIFS19KERA015 核融合プラントと電力系統との接続条件に関する基礎検討 力石浩孝 NIFS 力石浩孝 電源・発電 (3) #13

NIFS17KEMF098 バナジウム合金組成の最適化に向けた耐スエリング特性研究 福元謙一 福井大学 長坂琢也 核融合炉材料 (5) #11 #17 #21

2. 核融合工学研究プロジェクト関連の研究課題一覧

核融合工学研究プロジェクトにおける核融合炉設計活動とR&Dのリンク (1)

機構分野間連携共同研究 研究代表者 関連するR&Dテーマ 関連する炉設計の重要課題

2019 - DNA二重鎖切断直接観察によるホウ素中性子捕捉療法の治療効果の定量評価 小林真 スピンオフ (1)

双方向型共同研究 研究代表者 所属 世話人 関連するR&Dテーマ 関連する炉設計の重要課題

富山大学 金属壁の水素同位体置換に関する基礎実験 芦川直子 NIFS 芦川直子 トリチウム・安全 (3) #04 #07 #09 #14 #19 #21

原型炉設計合同特別チーム共同研究 研究代表者 関連するR&Dテーマ 関連する炉設計の重要課題

2018 - 原型炉におけるトリチウム蓄積量の予測及び実時間トリチウム除染法の検討 芦川直子 トリチウム・安全 (3) #04 #07 #09 #14 #19 #21



4. R&Dテーマ一覧

核融合工学研究プロジェクトにおける核融合炉設計活動とR&Dのリンク (1)

#01: Optimization of the magnetic 
configuration 
FFHR-c1と同じ内寄せ高アスペクト配位で閉じ込めを劣化させ
ずに中心ベータ3 %以上を実現できるか？

Is it possible to sustain b0 > 3 % without severe
confinement degradation in the inward-shifted high
aspect ratio condition of gc = 1.20, as supposed in the
FFHR-c1? The maximum b0 without severe confinement
degradation achieved to date in the Rax = 3.55 m and gc

= 1.20 configuration in LHD is ~2.5 %.

Requests from the FFHR-c1 Design
[@ b0 ~ 3 %, gc = 1.20, IIS = 0 kA]

What are the optimum values of g, a, and BQ?
What is the Q value under DI (n/m = 1/1) < 0.3,  Qneo S < 

(Pa + Paux), and orbit loss of a particles < 15 %?

炉心プラズマ (1) 炉心プラズマ (2)

#02: HTS magnet coils
高電流密度の高温超伝導マグネットで強磁場を発生できる
か？

Is it possible to generate a high magnetic field using
HTS magnet coils with a high current density?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Bmax > 19 T, JH > 55 A/mm2, and sY ~ 1,000 MPa at 20 K]

What are JH, Bmax, minimum bending radius, 
fabrication cost of the conductor, and sY at 20 K?

超伝導マグネット (1) 超伝導マグネット (2) 超伝導マグネット (3)

超伝導マグネット (4) 超伝導マグネット (5) 超伝導マグネット (6)

超伝導マグネット (9) 超伝導マグネット (10) 超伝導マグネット (11)

低温 (1) 低温 (2) 低温 (3)

低温 (4) 電源・発電 (1)

#03: Magnet cooling system 
核融合炉に最適な超伝導マグネットの冷媒は何か？

Which coolant is the most suitable for the fusion reactor,
He, H2, Ne, N2, or other?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Tcoil = 20 K]

What is the optimum coolant?
What is the cooling performance (thermal property: h, 

k, cp, r , Dp) of the coolant for cryogenic components?

低温 (1) 低温 (2) 低温 (3)

低温 (4) 低温 (5) 低温 (6)

#04: Construction and maintenance
建設と保守が容易な炉内機器とは？

What are the in-vessel components that can realize
easy construction and maintenance?

Requests from the FFHR-c1 Design
[favail ~ 70 % (MTTR ~ 160 days and 365 days of 
operation)]

How long is the maintenance time of the in-vessel 
components?

What is the required time of the cooling of residual 
heat?

超伝導マグネット (4) 超伝導マグネット (5) 超伝導マグネット (9)

ダイバータ (1)

ダイバータ (2) ダイバータ (3) ダイバータ (4)

ダイバータ (5) ブランケット (1) ブランケット (3)

ブランケット (4) ブランケット (5) トリチウム・安全 (2)

トリチウム・安全 (3)

#05: Divertor and detachment

タングステンダイバータは適用可能か？デタッチメントは制御
可能か？金属ペブルダイバータは適用可能か？

Is the tungsten helical divertor available? Is it possible
to control divertor detachment? Is the metal pebble
divertor available?

Requests from the FFHR-c1 Design
[(Qlim/div)max ~ 180 MW/m2, (Qdiv)max ~ 20 MW/m2]
[Control of magnetic islands resonating at i/(2p) ~ 1]

What is the maximum heat removal capacity of the 
divertor target?

ダイバータ (1) ダイバータ (2) ダイバータ (3)

ダイバータ (5) ダイバータ (7) PWI (1)

PWI (2) PWI (3) 計測 (3)

核融合炉材料 (2) 核融合炉材料 (3) 核融合炉材料 (4)

核融合炉材料 (9)

#06: High temperature wall
高温壁でも高性能プラズマは維持できるか？

Is it possible to sustain a high-performance plasma
surrounded by the high-temperature first wall?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Plasma experiment with Twall ~ 300 to 500 ℃]

What are the wall fueling and impurity emission from 
the high temperature wall?

What is the temperature profile of the plasma?
Are the resistive MHD modes stable or not?

ダイバータ (1) ダイバータ (5) ブランケット (4)

ブランケット (5) 核融合炉材料 (9)

#07: Recycling behavior for an ultra-
long period of time
LHDでは1時間でも第一壁でのリサイクリングは飽和しなかっ
た。さらに長い時定数の現象はあるか？

It has been shown in the LHD that the recycling
behavior at the first wall did not saturate within one
hour. Are there any other unknown phenomena of long
time constants?

Requests from the FFHR-c1 Design
[tduration ~ 1 year]

What is the inventory of the high temperature first 
wall under the irradiation environment?

When the first wall will saturate?

ダイバータ (3) ダイバータ (6) PWI (1)

PWI (2) PWI (3) ブランケット (5)

トリチウム・安全 (2) トリチウム・安全 (3)

#08: Effect of high power ECH

FFHR-c1でのECH加熱は25 MWで、吸収距離が同じならこれは
LHDにおける9 MWのECH加熱に相当する。このような高加熱
密度のECHは閉じ込めに影響するか？エネルギー等分配での
Ti ~ Te実現は可能か？

In FFHR-c1, PECH is supposed to be 25 MW. The power
density corresponds to ~9 MW ECH in LHD, if the power
deposition layer widths are identical. Are there any
effects of such a high-power ECH on the plasma
confinement? Is it possible to achieve Ti0 ~ Te0 by
equipartition?

Requests from the FFHR-c1 Design
[PECH > 25 MW for Ti0 ~ Te0 ~ 9 keV at ne0 ~ 3  1020 m-3]

What is the density profile with high power ECH?

#09: Discharge cleaning and 
decontamination
最適な放電洗浄手法は何か？ブランケットを15日以内に除染
できるか？壁調整を5日以内に完了できるか？

What is the best discharge cleaning method? Is it
possible to detiritiate the blanket cartridges within 15
days before maintenance? Is it possible to complete the
wall conditioning within 5 days?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Detritiation within 15 days and wall conditioning within 
5 days]

What is the required time for the detritiation?
What is the required time for the wall conditioning?

ダイバータ (3) PWI (1) PWI (2)

PWI (3) ブランケット (5) トリチウム・安全 (2)

トリチウム・安全 (3)

#10: Feedback control of the plasma 
position
磁気軸位置はどのくらいの時定数で制御できるか？

What is the time constant for the plasma position
control?

Requests from the FFHR-c1 Design
[tposition ~ 1 hour in FFHR-c1]

What is the L/R? 
What is the error field due to the shielding current? 

電源・発電 (1)

#11: Availability of RAFM steels 
低放射化フェライト鋼で製作されたブランケットに囲まれた空
間で高性能プラズマを得ることは可能か？非磁性材料でブラ
ンケットを製作できないか？

Is it possible to obtain a high-performance plasma in a
space surrounded by blankets made of the RAFM steel?
Or, is it possible to manufacture the blankets using non-
magnetic materials?

Requests from the FFHR-c1 Design
[contact dose rate < 10 mSv/h within tRHL~ 50 years]

What is the effect of ferritic materials on the 
magnetic surface structure?

Is vanadium alloy available or not?
Is austenitic steel available or not?

ダイバータ (5) ブランケット (5) 核融合炉材料 (1)

核融合炉材料 (5) 核融合炉材料 (6) 核融合炉材料 (7)

核融合炉材料 (8) 核融合炉材料 (9)

#12: Operation of the liquid blanket 
under a strong magnetic field
超高磁場環境で液体ブランケットを稼働できるか？

Is it possible to operate the liquid blanket system using
molten salt or liquid metal under the strong magnetic
field in the FFHR-c1?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Bblanket ~ 10 T]

What is the heat transfer property (h, k, cp) at 10T? 
What is the pressure drop at 10T?
What is the compatibility of the liquid breeder 

material with the flow channel material at 10T? 

ブランケット (1) ブランケット (2) ブランケット (6)

ブランケット (7) ブランケット (8) 核融合炉材料 (7)

核融合炉材料 (8) 核融合炉材料 (9)

#13: Electricity generation
ブランケット及びダイバータの熱で発電できるか？

Is it possible to generate electricity from the heat of
blanket and of divertor?

Requests from the FFHR-c1 Design
[PE

blanket > 100 MW, PE
divertor > 20 MW]

What is the achievable thermal efficiency (hth)?

電源・発電 (2) 電源・発電 (3) ブランケット (4)

ブランケット (7)

#14: Fueling and evacuation
FFHR-c1ではトリチウムインベントリ低減のため、排気ガスを純

化してから直接ペレット入射装置に送り、燃料として用いる。こ
のシナリオは実現できるか？ヘリウム灰は排気できるか？

In the FFHR-c1, the evacuated gasses are directly sent
to the fueling pellet injection after purifying process, to
reduce the MT

site. Is this scenario feasible or not? Is it
possible to evacuate the helium ash?

Requests from the FFHR-c1 Design
[QDT ~ 60 Pa m3/s, QHe ~ 0.6 Pa m3/s]
[vpellet ~ 1 km/s, fpellet ~ 10 Hz]
[Scryo > 60 m3/s, STMP > 10 m3/s]
[MT

site < 10 kg]

What are the achievable pumping speeds for 
hydrogen and helium?

What are the achievable injection speed and 
repetition rate of the pellets?

ダイバータ (3) PWI (1) PWI (2)

PWI (3) ブランケット (5) トリチウム・安全 (2)

トリチウム・安全 (3)

#15: Diagnostics
FFHR-c1の運転に不可欠な計測は何か？それらは核融合炉
環境で使えるか？それらのデータを十分な時間分解能で1年
間記録することは可能か？

What are the indispensable diagnostics to operate the
FFHR-c1? Are these available in the reactor
environment? Is it possible to record these data for one
year with enough time resolution?

Requests from the FFHR-c1 Design
[tduration ~ 1 year, tfast ~ 1 msec, tslow ~ 0.1 sec]

What are the required and available diagnostic tools? 
What are the lifetime of the diagnostic tools?

計測 (1) 計測 (2) 計測 (3)

ダイバータ (7) トリチウム・安全 (1) 超伝導マグネット (11)

#16: Improvement of heating devices
FFHR-c1の中心磁場は約 8 Tと高いため、ECH加熱用に約230
GHzの高パワージャイロトロンが必要。一方、ヘリカル体積中
性子源HEVNSとしてのFFHR-b2では高エネルギーNBIの定常
運転が必要。これらは実現可能か？

Since the B0 in FFHR-c1 is ~8 T, a high-power gyrotron
of ~230 GHz is necessary. To operate the FFHR-b2, a
steady-state NBI is necessary. Are these feasible or not?

Requests from the FFHR-c1 Design
[230 GHz – 25 MW ECH for FFHR-c1]
[100 keV – 20 MW NBI for FFHR-b2]

What are the specifications of the ECH?
What are the specifications of the NBI?

#17: Material irradiation test for 
lifetime evaluation and standardization
FFHR-b2及びc1の装置寿命はどの程度か？材料や超伝導導
体の規格はどのように決めるか？

How long will the lifetimes of FFHR-b2 and c1 be? What
are the standards of materials and HTS conductors?

Requests from the FFHR-c1 Design
[tFP > 30 years]

What is the irradiation effect on the materials 
(change in the thermal/mechanical property)?

What is the lifetime of materials?

ダイバータ (1) ダイバータ (2) ダイバータ (3)

ダイバータ (5) PWI (3) 計測 (2)

ブランケット (4) ブランケット (5) ブランケット (6)

核融合炉材料 (3) 核融合炉材料 (5) 核融合炉材料 (9)

#18: Tritium handling technology
大量のトリチウムを取り扱うことはできるか？

Is it possible to handle a large amount of tritium?

Requests from the FFHR-c1 Design
[MT

site < 10 kg]

How much tritium can be handled in the reactor 
system?

トリチウム・安全 (1)

#19: Safety management and 
legislation
どのような事故や事象が想定されるか？FFHR-b1及びc1の建

設・運転・廃炉を実現するために、どのような法整備が必要
か？

What kinds of accidents should we expect? What kinds
of legislation do we require to build, operate, and
decommission the FFHR-b1 and c1?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Completion of legislation and approbation]

What are the potential accidental scenarios and the 
countermeasures for them?

What are the amount of radioactive materials (tritium, 
tritiated material, activated dust and ACPs)?

トリチウム・安全 (1) トリチウム・安全 (2) トリチウム・安全 (3)

#20: Site and buildings design
どのような建屋が必要か？安全及びコストの観点から建屋配
置を最適化するとどうなるか？

What kinds of buildings do we need? What is the most
effective layout from the viewpoints of safety and cost?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Completion of the site and buildings design]

What are the requests on the design of building 
(room size, wall thickness, structural material, 
required system (e.g., HVAC) and building layout?

超伝導マグネット (4) ブランケット (4) トリチウム・安全 (1)

#21: Decommissioning
廃炉に何年必要か？放射性廃棄物の量はどの位か？それら
を何年管理しなければならないか？

How long will it take for decommissioning? How large
an amount of radioactive wastes will be emitted? How
long should we maintain the radioactive wastes?

Requests from the FFHR-c1 Design
[Contact dose rate < 10 mSv/h within tRHL~ 50 years]

What are the type and the amount of radioactive 
materials generated after the completion of the 
operation?

ブランケット (4) トリチウム・安全 (1) トリチウム・安全 (3)

核融合炉材料 (5)

#22: Outreach and human resource 

development
核融合に対する国民の理解を得られるか？核融合研究を永
遠に続けられるか？

Is it possible to gain a proper understanding of the
people regarding fusion? Is it possible to continue the
fusion research forever?

3. FFHR-c1実現に向けて解決すべき22の重要課題 J. Miyazawa et al., The strategy toward realization of the helical fusion 
reactor FFHR-c1, Fusion Engineering and Design 146 (2019) 2233-2237. 

炉心プラズマ

加熱

燃料供給

計測
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4. R&Dテーマ一覧 (contd.)
ダイバータ

ブランケット

PWI

核融合炉材料
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電源・発電

トリチウム・安全

スピンオフ

超伝導マグネット

4. R&Dテーマ一覧 (contd.)

低温


